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雲
仙
普
賢
岳
の
溶
岩
ド
ー
ム
崩
落
の
危
険
性

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

　
　

雲
仙
普
賢
岳
溶
岩
ド
ー
ム
崩
壊
に
関
す
る
調

査
・
観
測
及
び
対
策
検
討
委
員
会
に
よ
る
と
、
溶

岩
ド
ー
ム
の
第
十
一
ロ
ー
ブ
が
崩
壊
す
る
危
険
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
対
策
と
し
て

既
設
の
砂
防
堰
堤
の
そ
で
部
を
か
さ
上
げ
す
る
こ

と
で
岩
屑
雪
崩
を
と
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と

さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
た

だ
く
よ
う
国
へ
の
要
望
を
続
け
て
い
く
。

　
　
噴
火
堆
積
物
で
の
土
石
流
の
危
険
性
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
る
。

  　
雲
仙
復
興
事
務
所
に
よ
る
と
、
山
腹
の
火
砕

流
堆
積
物
は
一
億
七
千
立
方
メ
ー
ト
ル
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
現
在
、
砂
防
堰
堤
が
水
無
川
流
域
に

十
一
基
、
赤
松
谷
川
流
域
に
二
基
整
備
し
て
お

り
、
全
体
で
約
二
百
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
貯
砂
能

力
が
あ
り
、
随
時
排
土
を
さ
れ
て
い
る
。
近
年
で

は
年
間
で
約
八
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
土
石
流
が
発

生
し
て
い
る
が
、
上
流
部
で
く
い
と
め
ら
れ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　
　
眉
山
の
山
体
崩
壊
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
山

体
崩
壊
に
つ
な
が
る
地
震
の
規
模
、
も
し
も
崩
壊

し
た
場
合
の
土
砂
の
量
や
到
達
地
点
の
予
測
に
つ

い
て
研
究
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

九
州
大
学
地
震
火
山
観
測
研
究
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
と
、
噴
火
後
の
火
山
活
動
は
平
穏
で
あ
り
、

現
時
点
で
の
大
規
模
崩
壊
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、

島
原
半
島
に
は
地
震
発
生
率
が
比
較
的
高
い
活
断

層
が
あ
る
た
め
、
火
山
性
の
地
震
で
は
な
く
、
直

下
型
地
震
で
崩
れ
る
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。
山
体
崩
壊
に
つ
な
が
る
震
度
や
、

崩
壊
の
量
、
到
達
地
点
は
国
や
研
究
機
関
で
も
具

体
的
な
予
測
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
市
庁
舎
整
備
懇
話
会
、
市
庁
舎
建
設
特
別
委

員
会
で
出
さ
れ
た
結
論
の
意
義
と
重
み
を
ど
う
と

ら
え
て
い
る
の
か
。

　
　

懇
話
会
で
は
、
広
く
市
民
の
代
表
の
方
々

や
、
学
識
経
験
者
、
専
門
家
に
御
協
議
い
た
だ

き
、
基
本
的
に
は
公
有
地
を
対
象
に
現
在
地
及
び

そ
の
周
辺
と
い
う
答
申
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

市
議
会
の
特
別
委
員
会
で
は
民
有
地
も
含
め
て
御

議
論
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
尊
重
し
て

い
く
こ
と
が
円
滑
な
市
政
運
営
の
基
本
だ
と
思
っ

て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
職
員
の
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
に
つ
い
て

　
　
本
市
の
公
共
事
業
費
の
推
移
は
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
き
て
い
る
の
か
。

　
　

噴
火
災
害
直
前
の
平
成
二
年
度
は
三
十
一
億

四
千
万
円
、
復
興
事
業
の
ピ
ー
ク
時
の
十
一
年
度

は
九
十
八
億
七
千
万
円
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
復
興

事
業
の
終
了
と
と
も
に
減
少
し
、
十
九
年
度
は
十

五
億
円
で
最
も
少
な
く
、
二
十
三
年
度
は
四
十
二

億
円
で
あ
る
。

　
　
島
原
市
内
と
島
原
半
島
全
体
に
お
け
る
建
設

土
木
業
の
会
社
数
と
雇
用
者
数
の
推
移
は
ど
う
か
。

　
　

総
務
省
の
事
業
所
・
企
業
統
計
報
告
書
に
よ

る
と
、
島
原
市
内
で
は
、
昭
和
六
十
一
年
は
四
百

九
十
一
事
業
所
で
二
千
四
百
八
十
四
人
、
平
成
八

年
は
四
百
二
十
二
事
業
所
で
二
千
九
百
五
十
八

人
、
十
八
年
は
三
百
四
十
三
事
業
所
で
二
千
六
十

二
人
で
あ
る
。
島
原
半
島
で
は
、
昭
和
六
十
一
年

は
千
二
百
三
事
業
所
で
五
千
九
百
八
十
九
人
、
平

成
八
年
は
千
百
二
十
五
事
業
所
で
七
千
百
五
十

人
、
十
八
年
は
九
百
七
十
五
事
業
所
で
五
千
三
百

七
十
七
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
内
容
と
、

要
し
た
費
用
は
幾
ら
か
。

　
　

本
市
の
農
畜
産
物
、
水
産
物
、
加
工
品
の
魅

力
を
広
く
全
国
に
発
信
し
、
販
路
開
拓
、
物
産
展

の
展
開
・
支
援
を
関
係
機
関
の
協
力
に
よ
り
取
り

組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
市
の
顔
と
な
る
特
産
品
を

創
出
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
島
原
市
特
産
品
創
出
事
業
「
島
原
の
こ
ら

や
っ
ち
ゃ
よ
か
ば
い
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

応
募
数
は
平
成
二
十
一
年
度
は
九
事
業
者
の
二
十

一
品
、
二
十
二
年
度
は
十
一
事
業
者
の
二
十
一

品
、
二
十
三
年
度
は
十
三
事
業
者
の
二
十
一
品
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
要
し
た
経
費
に
つ
い
て
平
成

二
十
一
年
度
は
、
商
談
会
や
物
産
展
の
展
開
・
支

援
に
二
百
九
十
万
円
で
特
産
品
創
出
事
業
に
三
十

一
万
円
、
二
十
二
年
度
は
展
開
・
支
援
に
千
百
万

円
で
創
出
事
業
に
三
十
六
万
円
、
二
十
三
年
度
は

展
開
・
支
援
に
千
六
百
万
円
で
創
出
事
業
に
七
十

一
万
円
を
要
し
て
い
る
。

　

　
販
路
拡
大
の
実
績
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

県
内
や
都
市
圏
の
百
貨
店
等
で
実
施
し
た
商

談
会
、
物
産
展
の
実
績
は
、
平
成
二
十
一
年
度
は

延
べ
十
七
回
の
七
十
九
事
業
者
で
販
売
商
談
額
が

約
千
万
円
、
二
十
二
年
度
は
二
十
四
回
の
百
事
業

者
で
千
九
百
万
円
、
二
十
三
年
度
は
二
十
七
回
の

百
四
十
三
事
業
者
で
四
千
百
万
円
で
あ
っ
た
。
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本多　秀樹
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永尾　邦忠
議員

防
災
に
つ
い
て

市
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　
地
域
再
生
と
雇
用
問
題
に

つ
い
て

　
島
原
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
と

販
路
拡
大
に
つ
い
て


